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緑のエプロンがある日常



倉敷中央病院
ボランティア グリーンはぁと
緑のエプロンがある日常
当院の病院ボランティア「グリーンはぁと」は、1997年に当院OBの元看護師ら５人

で始まりました。以来続く、病院のなかに、緑のエプロンがある日常。

2020年からのコロナ禍で一時活動が途絶えましたが、皆でアイデアを出し合って患

者さんとの接触がない活動を段階的に再開。車いす整備、手芸、生け花。日常が戻

ると信じ、活動を続けました。

そして2025年、春。

外来に生け花を飾り、癒しの雰囲気を生み出す。

市民目線で、外来受診でお困りの方に寄り添う。

患者さんのニーズを想い、手芸作品を届ける。

医療材料準備のサポート役を担う。

車いす整備で来院される患者さんの安全を願う。

病気と闘う子どもたちに心を寄せ、日常との接点を届ける。

「倉敷中央病院と患者さんのために」

その思いで今日も、大切な時間を、ボランティア活動にそそぐ皆さんです。

Introducing volunteer group
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「患者さんのために」 想いはひとつ

中央玄関ホールで活動している、外来案内ボランティア。
外来で行先に迷われる患者さんに「どちらをお探しですか？」とお声か
けし、笑顔で行き先をご案内します。車いすを利用される方の誘導や、
再来受付機のご案内も行っています。

外来の車いす 165 台を整備するボランティア。
ネジが緩んでいる、ブレーキの利きが悪い、車輪の回転が悪いなど
不具合のある車いすを整備しています。タイヤの空気入れは各玄関
の車いす保管エリアで行われています。

不
具
合
を
無
く
す
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
実
際
に

乗
ら
れ
る
方
を
想
像
し
て
整
備
に
あ
た
り
ま

す
。
汚
れ
て
い
た
ら
「
患
者
さ
ん
は
嫌
だ
ろ

う
な
、
感
染
も
気
に
な
る
な
」
と
思
っ
て
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
し
ま
す
。
患
者
さ
ん
の
行
動
に

も
気
を
配
っ
て
い
ま
す
。
今
日
の
外
来
は
患

者
さ
ん
が
多
い
な
、
雨
が
降
っ
て
い
て
足
元

が
悪
い
な
、
と
か
。

外
来
移
動
中
に
転
ん
だ
ら
大
変
。
必
要
な
方

に
気
楽
に
使
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
そ
の
た
め

に
心
を
込
め
て
整
備
し
ま
す
。

患
者
さ
ん
お
一
人
お
ひ
と
り
を
見
て
、
ご
自

身
で
で
き
る
こ
と
に
は
介
入
せ
ず
、
助
け
が

必
要
な
ら
ば
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
見
守
る
視
点

と
支
え
る
視
点
、
二
つ
の
視
点
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
。

広
く
、
人
も
多
い
倉
敷
中
央
病
院
で
の
受
診

は
、
心
身
と
も
に
負
担
が
か
か
り
ま
す
。
患

者
さ
ん
の
抱
え
る
不
安
を
和
ら
げ
る
お
手
伝

い
が
で
き
れ
ば
と
玄
関
ホ
ー
ル
に
立
っ
て
い

ま
す
の
で
、
お
困
り
の
際
は
遠
慮
な
く
声
を

か
け
て
く
だ
さ
い
ね
。

中
央
玄
関
を
は
じ
め
西
玄
関
や
北
玄
関
な
ど

外
来
の
数
か
所
に
車
い
す
を
置
い
て
い
ま

す
。
体
が
不
自
由
な
方
や
体
調
の
悪
い
方
な

ど
が
使
用
さ
れ
る
車
い
す
。
安
全
に
快
適
に

乗
車
で
き
る
よ
う
、
整
備
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
ブ
レ
ー
キ
の
利
き
具
合
や
タ
イ
ヤ

の
空
気
の
状
態
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
車
椅
子

を
丁
寧
に
点
検
し
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ん
に
、

患
者
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
か

ら
も
感
謝
の
声
を
聞
き
ま
す
。
い
つ
も
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
は
、
患
者
さ
ん
と
職
員

の
間
に
立
ち
、
両
者
を
つ
な
い
で
く
れ
る
存

在
で
す
。
定
期
的
な
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
毎
朝

の
申
し
送
り
な
ど
、
職
員
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
情
報
共
有
の
場
を
設
け
て
連
携
を
強
固
に

し
て
い
ま
す
。「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
い

る
と
安
心
す
る
」。
患
者
さ
ん
だ
け
で
な
く
、

私
た
ち
職
員
も
同
じ
気
持
ち
で
働
い
て
お

り
、
患
者
さ
ん
の
安
心
な
受
診
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
仲
間
と
し
て
、
お
互
い
を
支
え
あ
っ
て

い
ま
す
。

車
い
す
整
備
担
当

外
来
担
当
統
括
看
護
師
長 

中
原

　昭
子

外
来
師
長 

渡
辺

　祝
子

外
来
案
内
担
当

医
事
サ
ー
ビ
ス
課 

外
来
フ
ロ
ア
係
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外来案内

医療情報の庭

手芸

ひまわりの会

生け花
（中央玄関、1-65、医療情報の庭）

小児科病棟、
院内学級との交流
（絵てがみ、季節の行事、学習支援）

医療材料準備

車いす整備

入会時、75 歳以下、高校生以上の心身ともに健康である方
倉敷中央病院のボランティアの趣旨を理解し、守っていただける方
無報酬の活動であることを理解できる方
週１回かつ、１日２時間以上で継続して活動できる方

平日 8 時 30 分～ 12 時

平日9時～12時 ※開室時間 9:00-16:00 

火･木曜日

月４回

第 2･第 3･第 4 水曜日

平日随時

木曜日

金曜日 9時～ 11時

ヒトコト！

ヒトコト！

ヒトコト！

ヒトコト！

ヒトコト！

ヒトコト！

ヒトコト！

ヒトコト！

現在のボランティア活動

中
募集

詳しくは
コチラ！

カウンターでのご案内や図書の管理、
パソコンの使い方の支援

中央玄関ホールで患者さんの案内、
お一人で来院された患者さんの車いす移動支援

看護部依頼で医療機器のカバー類等の制作、
小さく生まれた赤ちゃんのためのベビー服など
患者さんのためのオリジナル手芸品製作

院内学級やご入院中の患者さんに
昔話の読み語り・紙芝居・童話の朗読・歌の披露

酸素吸入に使用する医療材料を準備
（チューブをカットしてコネクタを付けるなど）

　
２
０
１
２
年
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
従

事
し
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

受
け
入
れ
に
際
し
て
は
、
当
院
に

通
院
し
て
い
た
方
、
定
年
後
の
人

と
の
関
わ
り
を
探
し
て
い
た
方
な

ど
、
お
一
人
お
ひ
と
り
の
想
い
を

尊
重
し
て
い
ま
す
。
最
初
、
皆
さ

ん
は
「
何
も
で
き
な
い
、
資
格
も

な
い
」
と
話
さ
れ
ま
す
が
、
ま
っ

た
く
か
ま
い
ま
せ
ん
。
当
院
の
さ

ま
ざ
ま
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

紹
介
し
、
や
り
た
い
気
持
ち
が
参

加
し
て
い
た
だ
く
活
動
に
重
な
る

よ
う
、
心
が
け
て
い
ま
す
。

つ
な
が
っ
て
い
く
想
い

　
読
み
聞
か
せ
や
学
習
支
援
、
季

節
の
行
事
な
ど
、
院
内
学
級
で
の

活
動
も
長
く
続
い
て
い
ま
す
。
二

年
前
、
退
院
し
た
卒
業
生
が
「
病

気
の
辛
さ
を
知
っ
て
い
る
自
分
た

ち
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
を
し
た

い
」
と
動
き
出
し
ま
し
た
。
お
み

く
じ
と
だ
る
ま
の
お
守
り
を
手
作

り
し
た
り
、
ボ
ッ
チ
ャ
や
モ
ル
ッ

ク
の
ア
イ
テ
ム
を
子
ど
も
た
ち
と

一
緒
に
手
作
り
し
て
体
験
会
を
開

い
た
り
。
活
動
の
輪
が
広
が
り
、

入
院
中
の
子
ど
も
た
ち
や
通
院
患

者
さ
ん
ら
へ
ピ
ア
ノ
演
奏
を
届
け

て
く
れ
た
高
校
生
も
い
ま
す
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
絵
て
が
み
活
動
に

ふ
れ
た
お
母
さ
ん
が
、
お
子
さ
ん

を
亡
く
さ
れ
た
後
、
今
度
は
自
ら

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
さ

れ
て
い
ま
す
。
お
辛
い
な
か
、
入

院
中
の
子
ど
も
た
ち
に
想
い
を
寄

せ
て
お
ら
れ
ま
す
。

患
者
さ
ん
と
病
院
を

家
族
の
よ
う
に
想
い
、

寄
り
添
う

　
患
者
さ
ん
と
病
院
を
家
族
の
よ

う
に
想
っ
て
お
ら
れ
る
の
を
、
皆

さ
ん
か
ら
感
じ
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍

で
活
動
が
制
限
さ
れ
た
時
も
、
お

寺
か
ら
サ
ラ
シ
を
も
ら
い
マ
ス
ク

を
手
作
り
し
て
医
療
者
に
配
っ
た

り
、
院
内
学
級
と
の
交
流
の
た
め

オ
ン
ラ
イ
ン
で
絵
て
が
み
教
室
を

開
催
し
た
り
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
当
院
が
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
に
挑
戦
し
た
と
き
に

は
「
応
援
し
た
い
」
と
た
く
さ
ん

の
手
芸
作
品
を
準
備
し
て
バ
ザ
ー

を
企
画
。
オ
ー
プ
ン
ホ
ス
ピ
タ
ル

に
は
毎
回
ブ
ー
ス
を
出
し
て
、
笑

顔
で
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
を

迎
え
て
く
れ
ま
す
。
ど
れ
も
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
発
案
で
す
。

基
本
の
活
動
と
と
も
に
、

新
た
な
活
動
の
提
案
も

大
切
に

　
患
者
さ
ん
に
寄
り
添
う
基
本
の

活
動
と
と
も
に
、
柔
軟
な
発
想
か

ら
生
ま
れ
る
新
た
な
活
動
も
大
切

に
し
た
い
。「
こ
れ
を
や
り
た
い
」

「
こ
ん
な
特
技
を
生
か
し
た
い
」

と
提
案
さ
れ
る
方
が
多
い
ん
で

す
。
そ
の
声
を
大
切
に
、
患
者
さ

ん
、
当
院
職
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

さ
ん
な
ど
、
か
か
わ
る
方
々
に
喜

ば
れ
る
活
動
を
続
け
る
こ
と
が
、

当
院
の
目
標
で
す
。

想いがつながり、
広がるボランティア ボランティアコーディネーター

三宅　優子

おみくじは全部「大大大吉」。病気と闘う仲間への想いが伝わる。

オープンホスピタル2024のようす

ボランティアバザー。2022年から３年連続で開催。

活動が貴重な社会との接点になってい
ます。患者さんの困りごとに寄り添うな
か、交わす言葉も楽しみのひとつです。

本についてお尋ねがあればすぐ対応
するよう心がけています。メモを取る
お姿を見るたび、この場所の大切さ
を感じています。

仲間とおしゃべりしながら楽しく作品
を作っています。修理依頼では初めて
見るものばかり…楽しい発見もありま
すよ。

ちょっと懐かしい昭和の話、歌、民話
などひまわりの会ならではの笑顔あふ
れる活動をしています。

少しでも患者さんの癒しになれば、と
考えながら取り組んでいます。好きな
お花を生けることは気分転換になり、
元気の源です。

治療や勉強を頑張っている子どもたち
が笑顔になれますように…と願いながら
活動しています。

ただ今、一緒に活動していただける方
を募集しています！皆さん明るい方ばか
り、楽しい雰囲気のなか、活動してい
ます。

２人で協力して活動しています。
私たちの活動を知っていただきたい。
仲間が増えて欲しいと願っています。
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倉敷中央病院からのお知らせ

〒710-8602　岡山県倉敷市美和1-1-1　TEL.086-422-0210　FAX.086-421-3424　WEB.https://www.kchnet.or.jp

市民公開講座の開催状況や疾患の解説記事、

当院で勤務する職員の紹介など、さまざまな

情報を公開していますので、ぜひご覧ください！

公式SNSで情報発信中

くらちゅう癒しのコンサートを開催しています

地域の音楽愛好家の方々や当院の職員らが出演するコン
サートを、2024年４月から毎月第２・第４木曜日、12時30
分～13時30分に当院１階の「セントラ
ル・パーラー」で開催しています。多く
の方にご参加いただき、誠にありがとう
ございます。開催スケジュールは、右
記QRコードから読み取ってご確認をお
願いいたします。


